
1研 究主題

ロ 研究の概要

〈小学校図画工作部会〉

「感性を高め豊かな情操を養 う鑑賞指導の工夫と評価の在り方」

図画工作部会では、平成13年 度 は、 「A表 現(2)絵 や立体 に表 した り、工作な どに表す」

について、平成14年 度は、rA表 現(1)材 料 などを もとに した楽 しい造形活動(造 形遊び)」

について研究開発 を行 った。現行の学習指導要領には、図画工作科では ぐくむ資質や能力は、

表現活動 と鑑賞活動恭一体 とな り働 き合 って高め られ る点 と、鑑賞活動 の充実に向けての取組

の重要性 が示 されている。本年度は、この 「B鑑賞」にお ける指導の工夫 と評価の在 り方にっ

いて、指導 と評価の一体化 の視 点か ら研 究開発を行 った。

皿 研究の内容

1鑑 賞活動では ぐくむ資質や能力(学 習指導要領解説 ・図画工作編より)

{表 現活動と鑑賞活動 》 二 人間にとって生涯にわたり日常的に行われる活動

《図画工作科における鑑賞活動}

↓

≡ 児童が 自分たちの造形活動や親 しみのある美術作品な ど

を見た り触れた りし、自 の,じ 方や見方を基に して、

よさや美しさなどの感覚や感性を高める学習活動

自分の周 りの環境の中か ら、価値 ある ものに気付 く感覚 や深 く感 じ取るような人間 らしい感性

を高め、美 しいものや崇高なものに感動す る豊かな心を養 う。

《図画工作科の鑑賞活動では ぐくむ資質や能力}

人 間が 日常性 の中で、 自ら進んで見た り、触れた り、感 じた りすることで、よさや美 しさ

な どに気付 き、想像力を働かせ なが ら感 じ方や見方 を深め、生涯にわた ってみずみず しい豊

かな感性 を高 め続 けてい くための資質や能力

学習指導要領には鑑賞活動 において、鑑賞の対象や鑑賞の仕方を幅広 くとらえ、児童が思いのま

まに感 じ取 り味わ う活動や、作品について面 白かったことや楽 しかったこ と、よかったことな どに

つ いて話 し合い、感 じ方や見方を深める活動の重要性ボ示 されている。

図画工作部会では、 この ように鑑賞活動の対象を、児童 のお互 いの作 品、児童の興味 をひ く作品

や身近 な美術作品、そ して、身の回 りの環境や 自然 まで と幅広 くとらえ、児童 が自由に感 じ、気付

き、考 える活動 と、児童が相互に感 じ方 を深め合 う活動を重視 し、具体的 な授業実践を通 し、鑑賞

活動 における指導の工夫 と評価 の在 り方 を研 究 ・検証 し、児童の生活全般 における鑑賞活動の重要

性 にっいて考察 した

2鑑 賞活動の重要性

人間の知覚や感覚 を通 して得 られ る情報は言語的 に整理 された内容のもの よ りも、漠然 と したイ

メー ジの世界の方が圧倒的に多い。言語化 された世界 とともにそのよ うな世界 とも向 き合い、 よい

もの をよい と感 じた り、楽 しんだ り、味わ った りす るのが鑑賞活動である。
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広い意味での鑑賞活動は、意識 は されていなくても乳幼児期か ら自然に行われている行為 である。

子 どもは、幼 い頃か ら身の回 りの環境に刺激 を受けて 、身近なものを見つ めた り、感 じた りして

自分 らしい感 じ方や見方を持つ よ うになる。 これ らの、周 囲から何かを感 じた りす る体験や 、身近

な もので遊んだ りす る体験な どは、子 どもの成長にとって必要な行為であ り、一見無意味に見え る

よ うな遊びな ども、表現活動である とともに鑑賞活動なのである。

表現活動(働 きかける活動)と 鑑賞活動(働 きかけ られ る活動)は 互いに一体化 し、表現 と鑑賞

の相互作用 にようて、 自分 らしい活動 と して成立する。 それは、決 して外 からの力によって動か さ

れる対応 的な行動 としてではなく、 自分を取 り巻 く様々な環境 との開連の中で、自分の内 にある も

の(=自 分が感 じ考 え表現 したい こと)を 外に押 し出 してい くよ うな主体的 ・表現的 な行動 として

表れ る。 そのよ うな活動の中で 自分 らしさは発現され 、喜びを実感す るのである。

子 どもは、遊びや様々な行為の中での鑑賞活動を通 して 、素材の大きさ、重 さ、材質感や、よ さ

や美 しさな どを、 自身の全 ての身体感覚 によって実感 し、感 覚や感性がは ぐくまれていく。

しか し現代の子 どもの 日常生活や遊びの中では、テ レビやパ ソコンなどのメデ ィアを通 して楽 し

む ようなバーチ ャル な体験 が強い影響力 を持 ち、膨大な情報や強烈で刺激的な情報が猛 スピー ドで

子 どもたちの周 りを駆 け巡 り、 じっ くり見つめた り味わった りす る活動が著 しく減少 しているよ う

に思 われ る。子 どもの世界の中に、 自然 に直に接 して美 しさや素晴 らしさを実感 した り、身の回 り

の環境 を じっ くり見つめ、その中か らよさや美 しさを発 見 した り.様 々な芸術作品 に触れ感 動 した

りす るよ うな機会や場 の充実を図 ることによ り、価値あるものに気付 く感覚やみずみず しい豊かな

感性 をは ぐくんでい くことは、極めて重要であると考 える。

図画 工作科 の鑑賞活動 は、児童が鑑賞活動の面 白さや 楽 しさを実感 しなが ら、様 々な資質や能力

を積極的 に働かせ ることによって、児童 の感覚や感性 を高め豊かな情操 を養 うことを目指 し、意図

的計画的 に行 なわれ る学習活動であ る。 ここでは ぐくまれ るこれ らの資質や能力は、全ての教科 に

もかかわる重要 な資質や能力であ り、鑑賞活動の充実は、子 どもの知性 ・感性 ・徳性のバランスの

とれ た育成、[生 きる力]の 育成 にお ける重要な課題なのである。

3鑑 賞活動における指導と評価

【内容項 目の構成 《B鑑 賞》につ いて】(学習指導要領 より)

(第1学 年及び第2学 年)か いた り、つ くった りったりしたものを見ることに関心をもっようにす る。

(第3学 年及び第4学 年)作 品などのよさや面白さなどに関心をもって見るようにす る。

(第5学 年及び繁6学 年)作 品などを鑑賞し、それ らのよさや美 しさに親 しむようにする。

図画工作科 では ぐくむ資質や能力 は、4観 点で示 され てお り、鑑賞活動の領域においては、「造

形への関心 ・意欲 ・態度」と「鑑賞の能力」の2観 点である。

学習指導要領解説 ・図画工作編 に示 されているように、本来、かいた りつ くった り(表 現)す る

力 と、見た り感 じた り(鑑 賞)す る力は、一体的に働 き補い合って高 まるものである。

したがつて、鑑賞をすべての学年で独立 して扱 うことができるようになうた とはいえ、表現活動

と関連付 けた鑑賞活動の在 り方が重要であ り、実際の活動においては、ただ鑑賞のみを取 り上 げて

指導す る とい うものではないが、具体的な資質や能力が どの程度身に付いているかを、一人一人の

児童 につ いて的確 に判断す るために 、分析的な評価を行 う必要がある。
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(D鑑 賞活動における指導のポイ ン ト

0能 動的な鑑賞活動の充実

鑑賞活動の領域において2観 点で示 された資質や能力をは ぐくむためには、教師の説明を聞いて

ただ感想をまとめるなどの、受動的な活動ではなく、学習指導要領解説 ・図画工作編に示されてい

るように、児童が能動的にかかわり、資質や能力が生き生き と発揮され る鑑賞活動の工夫が重要で

ある。
・見慣れた環境を児童が新 しい視点で見つめ直し、新たな発見の喜びを味わえるような活動の設 定.

(⇒指導事例1)
・児童自身が自分の感 じ方や見方で美術作品を選んだり、感 じたことなどを表現する活動の設定。

(⇒指導事例2・3)

O児 童が 自由に感 じ気付き考えることを大切に した指導の充実

《児童の状況力

・関心 ・意欲 をもてない
。

・ど うした らいいか分か らな い。

感 じたこと、気付いたこと
o

・自分の感 じ方に自信がもてない.

・正 しいか聞違っているかを気にして しま う。

く♂ 他 の児 童の声や、教 師 自 らが感 じた り気付いた こ と、
、・..特 に面 白 さな どを伝 え 、一 緒 にな って鑑 賞 活動 す る こ

とを通 して 、触発 してい く ことが虚要 であ る。

_の よっな傾向は、低学年からすでに見られる、

、.児 童への個別の働きかけが重要である.

・自由に感 じ気付くことの素晴 らしさを伝える。
・感 じたこと気付いたことを褒める。

0話 し合いなどを通 し、感 じ方や見方を深める活動の充実

楽 しく話 し合い活動や相互作品鑑賞ができる場面を設定 し、児童の感覚や感性が 自然 と高め られ

ることを目指す。
・様々な意見を自由に発表 し合 える場 を設定する。
・その上で、ただ自由に話 し合わさせ るだけでなく、教師の的確な リー ドが重要である。

《児童の状況》

・言 葉 で ど う表現 した らいいか 分 か らな い。

・発表す るの が苦 手である.,…

・深 め合 い高 め合 う話 し合い にな らない。

1教 師自ら溺、言葉で表現す る例を示 した り、注目すぺ
・・:き 視点を指 し示丸 一人の児童の発言をきっかけに して、

様々な異なった意見を発表させたり、理由を説明させた

りして、意見交換の活性化 を図る。

美術作品に関 しては、作者の意図や作品のすばらしさ

などについて、子 どもたちの状況に応 じて、適宜、情朝

提供 してい く.

(2)鑑 賞活動 における評価 のポイン ト

鑑賞活動の領域においては、 「造形への関心 ・意欲 ・態度tと 「鑑賞の能力」の2観 点で示された資質

や能力について、その実現状況をとらえる評価が求められる。

国立教育政策研究所が「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料」に示 した図画工

作科の評価規準例 を参考に して、題材の評価規準 と学習に即 した具体的な評価規準を設定 し、目標に

準拠 した評価を行 う。図画工作科では ぐくまれる資質や能力は輻のある範囲を示す ものであるので、

例 えば、できたかできなかったや、分かったか分からなかった等の境界線を指 し示すための評価規準
ではな く、状態を示すような面的な評価規準の設定が重要であ り、上記評価規準例はまさにその視点

か らっ くられている。

鑑賞活動の評価は、児童が例えば、

① 自分の思いをもち、進んで活動 し喜びを味わおうとしながら、

② 自分 らしい感 じ方や見方をもとにして、

③対象のよさや美 しさなどを素直に感 じ、

④見方を変えてみた り、他者の感 じ方や見方と交流した りすることを通 して、

⑤感 じ方や見方を深めてい く…
とい う一連の活動 を通 して、様々な具体的な場面で、児童の資質や能力がいかに生き生き と発揮 され

ているかを評価す るものでなければな らない。 このよ うな活動の過程において、児童の発言や発話、
つぶや きや表情、振る舞いなどの様子をもとに、教師は適宜、個に応 じた指導の手立てを講 じるわけ

であるが、 このような形に残 らない情報を、評価補助簿等に、できるだけ記録 として残 してい く工夫

hS必 要である。(⇒ 指導事例1・2・3)

また、学習カー ドの活用 も非常に重要である.児 童が自分の言葉で自由に記述 したり、シールを貼
った りして、楽 しく取 り組めるような工夫も必要である。(⇒指導事例1・2・3)
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霜 「 {表 現⇒鑑賞 ⊃ 第2学 年rす て き 発 見 」(2時 間)

(1)題 材 の 目標 自分の思いに合 わせ て工夫 して飾 り付 けた万華鏡 を通 して、見慣れ た景 色

の 中に新たな美 しさ、面 白 さを見付 け、発 見 したす てきな ところを教 えた り、

教わった りして、楽 しく鑑賞活動す る。

匙虹 鰯驚濃僻欝蠣撃欝誘讐鑛鱗蹴 欝
じ取る感性 を育て る.

低 学 年の鑑 賞題材 を選 ぶ際 … 児童の身近にある自然(水 溜 りに写った景色や見上げた木々

の木漏れ 日等)や 生活で使 うもの、自分や友達の作品等、身近な環境に 目を留め、感性をは ぐくん

でい く題材 を選びたい。

皿 低学 年の鑑 賞学 習で は … 児童が互いに交流 し合 う中で、 「私 も同じように感 じたよ、」「教

えて くれて、嬉 しかったよ。」 と、友達 と共感 した り、友達のよさを見付けたりする心の交流を大切

に したい。

(2)題 材の騨価規準及び学習活動に即 した具体的な評価規準

ア 造形への関心・意欲・惣度 イ 発想や構想の能力 ウ 劃造的な技能 工 鑑賞の能力

万華 鏡 を通 し新 たな美 タ ック紙 を つ か い 、 タ ッ ク紙 の 中 か らつ 万華鏡 を通 して見 える世 界

し さ 、 面 白 さを 見付 け 自分 らしい飾 りを発 か い た い 色 を選 び 、 の形 や 色 の美 しさ、 面 白 さ

る こ とに 関 心 を も ち 、 想す る。 っ く りた い 形 を切 り を見付 けた り、友達の発 見

進 ん で友達 と交 流 し、 取 り、 飾 りをつ くろ した こ とを 聞 い た り して 、

共 に楽 しん でい る. う とす る。 美 しさ を感 じ取 る。

① 楽 しく万 華鏡 をつ く ① タ ック紙 をつ かい 、① タック紙 の中か ら ①万華鏡を通して見た形や

っ て い る。 自分 ら しい飾 りを つかい たい色 を選 色 の美 し さ 、面 白 さを 見

② 万華鏡 を通 して 見る 発想 す る。 び 、つ く りた い 形 付 けてい る。

こ とを 楽 しみ 、 新 た を切 り取 り、飾 り ② 自分 の発 見 したす てきな

な景 色 を発見 してい をっ くろ うとす る。 と ころ を友 達 に伝 え 、 友

る 。 達か ら教え ても らう交流

③ 自分 の発 見 した美 し の 中 で 、 新 しい 美 しさ や

さを進 んで友 達 に伝 面 白 さを感 じ取 って いる。

え 、友 達の発 見 した

す て きな ところ を聞

き 、 共 に 楽 しん で い

る 。

{「十分 満足できる」状況(A)と 判 断する具体 的な視 点}

ア遣形への関心・意欲・態度
・意欲的に発見 しようとし、見る位置や角度を変 えている。
・積極的に友達 と関わ りながら、新たな発見を楽 しんでいる。 …

イ発想や構想の能力

・自分の構想に向けてつくりなが ら、次々と新たな形の楽 しさを

発 見 している。…

ウ創造的な技能
・自分の思いに合わせ、切 り方や貼 り方を工夫 してしている。 …

工鑑賞の能力

・いつ もと違って見える校庭の景色 を、 じっくり見っめなが ら深 く

味 わっている。…
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(3)題 材の指導 と評価の計画

時

1

2

学習活動

万華鏡 をつ くろう

O万 華鏡の仕細みをつ くるe

Oタ ック紙 をつかい万華鏡に

飾 りを付ける。

校庭に出て景色 を

見てみよう

O万 華鏡を通 して見ることに

より、見慣れた景色から、

新たな美しさや面白さを発

見する。

O発 見 したすて きな ところを

絵地図 に書き込む。 【枝庭

の図に星のシールを貼る】

発見 したすてきを

教 え合おう

O自 分の発見 したすてきなと

ころを友人に伝 える。

O友 達の発見 したすてきな と

ころを教えてもらい、その

中の美 しさや面白さを感 じ

取 り、共 に楽 しむ.【 ハー

トのシールを貼 る】

O学 習を通して気付いたこと

を発表す る。

価

準

評

規

ア①

作業観察

イ①

作品・牒腔

ウ①

作業観察

ア②

行動観察

工①

行動観察

ワークシート

ア③

行動観察

工②

行動概察

ワー妙一ト

(C〕 と判断 され る子 ども

の状況

・万華 鏡 をつ くる こ と に興

味 を示 さない。

・どの よ うに飾 りを付 け よ

うか考え られ ず にい る。

・は さみ で うま く切 れ な い

た め、 飾 りをつ け る こ と

に 投げや りにな って い る。

・す て きな とこ ろを 発 見 し

よ うと しない。

・友 達 と交流 で きず に い る.

(C)と 判断 した児童への手立て

自分だけのすてきな万華

鏡 をっ くろうね。

⇒飾 り方の事例や飾 った子の様子

を示す。

⇒切るもの とはさみが垂直になる

よ うに指導 し、楽 しく飾 りがっ

くれるようにする.

どんな風 に見 えるのかな

写真 と同 じところは どこ

かなや

⇒その児童の発見 したすてきなと

ころを教えてもらい、発見 した

内容に自信をもたせる、

すてきiOOさ んに も教

えてあげよ う。

(4)ワ ークシー トと評価補助簿の活用

ずrζ 留 憾rっ(}lhAl」
む:`ん 『tt7ttんLt_trtt:1:"nitか ■tL`う.

覧コ型壁 距蝋f1・ ±rけ買 万i餌 う釦ガニと&越 知

.x"IRtF-=^が 耀5岬 と・w'・ 児榊.enlZua'

耳τ"ぐ へ が ゴ物 し硝 ・ち 〔みしt":Rzt"sナ 鯉7

友達か ら発見 したすてきなところを教えてもら

い、その場所にハー トのシールを貼ってい く。

'交 流が増す ごとにハ・一トのシールが増えていく。

・個 人カル テ形 式 の 例 〔A)や⑥ と判断した状況は必ず記入

瑚 2年2纈 ・匡暑oooo
1

月日 量晃毛 隅{}・ 零 歌 ・辱醒 需題炉欄謬の崩均 劇遣的な拉鉋 塵實の能力

9月

2日

ローラ一

ゴーコ「一

・け ㊦ …
ロー●一の向曹や

・⑨ ・ 凸 ・8・o

邑の■なり乏工玄

1/2 」1」オム曝薯出す

9見

9日

わたしの

日芒6さ ん

A(ジ ^(!ナ
杷)。

・(三ナ
Aハ '、 一

、o月

27旨

万翠鼠を

「く6

Aけ
織 券:、.

^e)。 A・ ● ・o

さ1=鼠吋,檀 霞の

1 一 工費をす6
' '

、o且

27臼

†て豊

1書うけん

A・ 日

逝くに にO

A・ 日 ・ じ A・B・ 己 A◎c

えるように便†r交

2 涛曇舳めも
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三 韮ll {鑑 賞⇒表現⇒鑑賞}第4学 年r名 画 出 テ フク ランデ」(8時 間)

(1)題 材 の 目標 親 しみ のあ る美 術作品に触れ 、感 じた ことや気付 いたこ とをもとに して 、

イメー ジをふ くらませ、発 想 し構想 を練 り、工夫 しなが ら表 現す る。

Poln十 この題材は・一人一人の児童が・親 しみやすい美術作品との出会い(鑑賞活動)
をきっかけ として、自由にイメージをふ くらませ、思い描いたことなどを自分 ら

しく表現することを目的 とす る.ま たさらに、児童同士の相互作品鑑賞を意図的 、

積極的に取 り入れ 、渚動の全体を構成 している。

癸術作 品 を選 ぶ 瞭は…

今回はtg世 紀～20世 紀初頭にか けての作品か ら選んだ.動 植物や機 関車 ・気球などの乗 り物、

また子 どもが遊んでいる場面や空想的で夢が広がるよ うな作品を選んだ。

皿 著作権 に ついて …

美術作品をコピーして切って貼る活動であることから、美術作品の大切 さや著作権にっいて、

事前 に分か りやす く説明 した、

(2)題 材の評価規準 及び学習活動に即 した具体的な評価規準

ア 造形への閏心・意欲・態度 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 工 鑑賞の能力

美術 作品に関心 をもち、 感 じた ことや 気づいたこ 表 した い こ とに合 わせ 美術作品や友だちの作品

感 じた こ とな どか ら、イ メ とか らイ メー ジをふ く らま て、表 し方や材料、用具 に触れ 、感 じるままに見

一 ジ をふ く らませ 、表 した せ て、衷 したいことを発想 な どを 自分で選んだ り、 た り、 よ さや 面 白 さ、感

いことを表現することを楽 L、 それ を表現す るために 工夫 して使 りた りしなが じの違 い等 を、気 付いた

しむ, 構想 を練 る。 ら、表 現活動 を進 め る。 り考 えた りす る。

①美術作品を関心をもって ① イ メー ジをふ くらませ 、

一

① 自分の表 したい ことや ①美術作品について、 よ

見 る. 表 したいこ とを発想す 自分の思い が生かせ る さや 面白さを感 じ気付

② イ メー ジをふ く らませ 、 る 。 よ う、切 り取 った り貼 き、考 えなが ら見 る。

思い描いた り考えた りす ② 自分の発想を基に、コピ った りす る。 ② 友達 の作品の よさや 面

るこ とを楽 しむ. 一を切 って貼ったり描い ②表 し方や、糊や絵 の具 白さ、感 じの違い を見

③ コピー を切 って貼 った り た りして 、表 したい こ と やペ ン等の材料や用具 付 け た り、 共 感 した こ

描 い た り して 、表 した い が表現でき るよ うに構想 な どを 、 自 ら選 ん だ り とな どを話 し合 う。

こ とを表現す ることを楽 す る. 工 夫 して使 った りす る。

し む 。 ③製作の過程で新たな発想

④友達の作品のよさや函白 を加えたり、新 たな方法

さな どにっいて関心をも を考えた りする。

って 見 る。

{「十分満 足 で吉る」状 況{A)と 判Mす る具 体的な視 点,

ア 造形への闘心・意欲・態度

たくさんの作品を見たがっている.黙 々と一生懸命描いてい る.

最初すばやく準備 し、終わ りの ときも続けたくて仕方がなさそ う.…

イ 発想や構想の能力

試行錯誤 しなが らいくつもの案 をつくる。表 したいことに甚づき計画を立てている。

奇抜な発想で独創性があり周囲も感嘆。構想を何度 も繰 り直し向上している。…

ウ 創造的な技能

形の輪郭を意識 して丁寧に切 り取っている。美術作品の一部をマチエールとして活用 している、

ムラ無 くはみ出 さず丁寧 に鍵っている。混色で微妙な色合いの違いを表現できる。…

工 鑑賞の能力

いくつ もの作品を丁寧に見比ぺなが ら気に入ったものを探 している。作品を見て、なぜそ う思 うか、

その理 由を自分の言葉で説明 している。

友だちとの感 じ方の違いを受け止め、感 じ方を深めている。…
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(3)題 材の指導と評価の計画

時 学習活動 評価 {C)と判断され る (C)と判断 した児童への手立て

規準 子 どもの状況

{鑑 賞 》 作品を選ぽ うとしな ⇒ ある作晶を取 り上 げ面白さを話す。

O美 術作品{10作 品〕のコピーか い 。 ア

ら 気 に入ったものを一つ選ぷ。

1 O学 習カー ドに紀入する。 ア①エ① どうLた らいいかわ ⇒ 自由に感 じ気づ くことを誌 め褒 める。

噛 O気 に入った作品について発表 観察・学習カー ド からない。 自信が も 感 じたことを言葉で表現 しやす いよ う

2 (なぜ?ど う感じた?) て な い。 エ に、具倖的な言葉の例を示す。

O使 いたい作品のコピーをび、案

を考える. ア②③イ①② どう貼っていいか分 ⇒ まず並ぺてみるところか ら始めるよう

{作 品製作 ⊃ 硯察 ・作品 からない。イ にする.貼 り方 の事例や貼った次の様

Oコ ピーを切 り敢り貼 り付ける。 子を示す。

{作 品製作} 7③ イ② 貼 り方が雑,ウ ⇒丁寧にふちまで糊を塗って貼 る方法 を

O貼 ったコピーの部分から、自分 ウ①② 示 す 、

3 の思 い描いたイメージを表現で 観察 ・作品 どうしていいか分か ⇒ ただ貼ってつなげることを考 えず、新

● きるよ うに自由に活動する. らず手が止 まって し しい絵を自由にっ くり上げていけるよ

4 〔鉛筆、色鉛筆、水羅絵の具、 ま っ た 、 イ う示 す 。

ペン類などから自由に選択) ⇒ 全体のイメージをっかみなが ら進め て

いる友だちの例を紹介

{鑑 賞 》 7④ エ② 友達の作品を見よう ⇒面白い線や形を描いている友達の作品

O互 いの作品を見て、学習カー ド 観察・学習カー ド と し な い 、 ア を示す。

5 に 記 入 。

` O意 見交嬢 をす る。

6 {作 品製作}

O新 たな蜀想や表現方怯を取り入 ア③イ③ どうしていいか命か ⇒作品の面白いところの例を示 し考 えさ

れたりして作品をつくる. 観室 ・作品 らな い。 イ せ、どうすればいいか気付かせ る。

{作 品製作} ア②ウ②

O更 に貼 ったり塗った りして作業 観察 ・作品

を 続 け る。

7 《鑑賞 》 ⇒作品のよさや面 白さを見つけて、言葉

曝 O自 分の作品への思いや、友達の でそれをほめて表現する例 を、い くつ

臼 作品の良さや面白さ等について 作品のよさが見つ け も示す。発表できない児童 には、挙 手

発表 し合 う。 ア④エ② られない。 自分の怨 するこ とでまず表現 し参加で きるよ う

O学 習カー ドに記入すξ1。 観察・学習カー ド 想をもてない,エ に す る、

(4)学 習カードと評価補助簿の活用
・図工鑑賞カードの例

一

一

①コピーを見て、気に入った作品はどれですか?

・座席表形 式 の評価 補助 簿 の例(Alと{c}と 判断した状況は必ず記A

O月O日O・O校 時4年O組

重

児童名oooo 児童名oooo 児童名oooo 毛

固 囲 團 國 図 囲 團 国 固 囲 國 国 鑑

A A

気 に入った作品 を、月を 作品の空の描き方の素疇

輝かせながらたくさん持 らしさにつ いて、本 肖に感

って架 て 「先 生 どうや う 動した様子で発表してい

て選んだら…?」 る。

児童名oooo 児童名oooo 児童名oooo

図 囲 圃 圏 図 囲 國 国 図 囲 回 國
×B C

作品を選ばず別な場所 切り方や 貼 り方 が雑で 、特
b

でお しやべり。一 精に選 にコピー の 表 面 が瑚 で と

ぴ に行って、面 白さなど ても汚れ てしまった。蛮 回

を示す と輿味を示 した。 2雌蕊繊 二尾
.幽森

り, 冒、,,、'
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{鑑 賞 ⇒ 表 現 ⇒鑑 賞}第5学 年 「マ イ ・ア ー ト ・ス ペー ス」(10時 間)

(1)題 材 の 目標

o

自分 た ちが つ く りだ した 作 品や暮 ら しの 中の造 形作 品 、親 しみ のあ る美術 作 品

の よ さや 美 し さを味 わい 、 自分 ら しいア ー トスペ ー スを楽 しくっ く り、 プ レゼ ン

テー シ ョンを行 う。

z血圭ぺ三驚 鶉 糠 蹴 鯵 ち朧 膳 鰭 究蕩 鵡 う
を行 うとい う、鑑賞と表現の一体となった活動 である。

対象を選ぷ際 は…

対象の範囲を限定せず、自然がつくる造形や人工的な景観 、インテ リア、ファッション、

日用品などを含 め、見慣れ た世界を改めて見つめ直 してい く活動が必要となる。選択の時間

を十分(宿 題等で2ヶ 月ほど)設 け、多様な対象 と出会えるよう配慮したい。
一人一人のマイ ・7一 ト・スペースは …

マイ ・アー ト・スペースに展示する対象の展示方法、展示スペ「一スの在 り方等は、出来る

限 り、一人一人の構想を具現化 させたい,モ のために、体育舘の中で自分だけのアー ト・

スベースを、パネルや角材 ・ベニア ・段ボール等 を使 ってつくる活動を設定 したい。

相互鑑賞活動1ま…

本題材では、友達の選択 した対象の よさや美 しさにふれた り、友達のマイ ・アー ト・スペ
ースに込められた思いや意図に共感 したりして、 自分の感 じ方や見方を明碓にし深められ る

ようにしたい。また、相互鑑賞活動によって表現意歓 を高め合っていけるよ うにしたい。

(2)題 材 の評価規準及び学習活動に即 した具体的な評価規準

ア 造聯への閣心・意歓・態崖 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な伎能 工 鑑賞の能力

自 分 の ア ー ト ・ス ペ ー ス に 展 見たことや感 じたことなどを 創造的な技能を働かせたり、 自分や友逢がアー ト・スベ

示する対象を選択 した り、っ 基に発想 し、想像力やデザイ 材 料 の特性 を生か した り、 一 スをつ くる過程や その成

く りだ した り、 プ レ ゼ ン テ ー ンの能力を働かせ,自 分 らし 組 み合 わせ を考えた りしな 果 にふれ るこ とを通 し、様

シ ョンす る活動を通 して、表 い ㌔ア ー ト ・ス ペ ー ス づ く りを がら、表 し方を工夫する。 身なよさや美 しさを味わい、

現活動や鑑賞活動を積極的に 構想す る。 自分 らしい磁 じ方や見方 を

藁 しみ喜びを味わお うとする。 探 め る 。

①展示する射象を選んだ り、 ① 見たことや嬢 じた ことを基 ①創造的な披能を働かせた ①対象の持うよさや美しさ

っ く りだ した り、プ レゼ ン に 、 自 分 ら し い ア ー ト ・ス り、材 料の特性 を生 か し を味 わい、 自分 らしい感

テー ションす る活 動を楽 し ペ ー一ス を 榊 想 す る. た り、組み合わせ を考え じ方や見方を深める。

も う とす る 。 ② 自分や友遼の措動か ら、新 た り しなが ら、表 し方を ②友達 の作 品の、 よさや美

② 自分の見方や感じ方を大切 しい活動を思いっいた り、 工夫す る. し さ、感 じの違いを見つ

に し、友達の見方や感 じ方 青 えた りする。 けた り、共感 した り した

につ いて分か り合 うことを ことなどを伝え合 う。

楽 しもうとする.

《「十分 満足 で きる」状況(A)と 判断す る具体 的な視点}

7造 形への関心・意欲・態度

アー ト・スペースづ くりの際、展示方法や展示スベースにこだわ り、自分が納得いくまで、っ くり ・

っ くり変え ・つ くり続けている。…

イ 発遇や構想の能カ

アー ト・スペースのアイディアスケッチにじっくりと取 り組んでいる。

つ くる過程で、材料の組み合わせや空間構成などのアイディアを次々と思いついている、…

ウ 創造的な鼓能

アイディアを基に様々な表 し方を試み自分の感 じたよさや美 しさが伝わるような表 し方を発見 している。…

エ 鑑賞の能力

鑑賞カー ドに友達の感 じ方や見方に触れた感想 を、自分 と比較 しなが ら具体的に記入 している.

マイ ・アー ト・スペースをっ くる過程で、自分や友達の表現 をじっくりと鑑賞 し、自分らしい

感 じ方や見方を深めるとともに、表現意欲を高めている。…
、
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(3)題 材の指導と評価の計画

時 学習活動 評価

規準

(C)と 判断 され る

子 どもの状況

〔C)と 判断 した児童への手立て

1

{鑑 賞 》

Oい くつかの美術館 のビデオやス

ライ ドを見て、磁想を述べ合 う.

O集 めてきた展示品や自らのテー

マを基に、アー ト・スペース

の構想を練る。

(アイデイアスケツチワークシ
ー トへの書音込み)

7①

エ①

観察

7①

イ①

観繋

ワーク

シート

関心をもって見よ うと

しない。ア

なかなかアイディア

が、浮かばない。イ

⇒作品などの面白さを具体的に示す。

⇒ 自分が面白いと思 うものや美 しい と思 うものを

大切に して発想す ることを伝える。

⇒展示品 をつ くりだした り、展示方怯を工夫 した

り、展示ペースをっくりだす活動の例を示す。

Ω一

～

5

`作 品製 作}

O展 示品を選び、組み合わせ、婁

瞭 に展示するものをつ くる.

O展 示品の紹介パンフレットをつ

くる。

7①

イ①

ウ①

観齋

活動を楽 しも うとしな

い.ア

⇒ 自分の活動 に自佃を もち面白さを感 じられ るよ

う励ます。

6

{作 品製 作 》

O展 示方法や空閤構成の構想を練

り、それ に必翼なものを準備す

る、(ア イデイアスケッチワーク

シートへの書き込み}

7①

イ①

ワーク

シー ト

アイデ ィアが深まらず

具体的な手立てを思い

つけない。イ

⇒多様な衰現方岳があることを、視覚資料で示す。

⇒スペースの使い方や、スペースづ く口に使 え石

材料を具体的に示 し、そ こから発想 を広げ られ

るようにする。

7・

・

R
}

・

9

{作 品製 作}

O体 育 館で.マ イ ・アー ト・ス

ベースをっくりだす

ア①

イ②

ウ①

観票

新 しい括動や工夫が思

いっかない。イ

板 と段ポールの貼 喚方

が雑 で、何回挑戦 して

もす ぐ倒 れて しま う。

ウ

⇒他 の児童の作品を一緒に見なが ら、面 白さを亮

見 し、薪 たな発想や工夫を喚起する。

⇒ガムテープで接続するときの、場所や貼 り方の

ポイン トを一緒に作業 しなが ら示す。

10

{鑑 賞,

O鑑 賞 会を開き、友だちの感 じ方

や見方に共感 した り、作品のよ

さや美 しさを感 じとる。

(ワークシートへの書き込み)

全 員で意見交換する。

7②

エ②

観 察

ワーク

シー ト

友達の感 じ方や 見方

に興味 をも とうとしな

い。7

友 遣の作 品のよさや面

自 さが見つか らない。

工

⇒鑑 賞の視点 を具体的に示 し、自分の感 じ方や見

方 との違 いに著 目させる.

⇒ ある作品を一っ取 り上げ、よさや面白さを言葉

で表現する倒を示す.気 に入 った作品を一つ遍

ばせ、それについて書けるよ うに支援する。

(4)学 習 カ ー ド ・評 栖 補 助 簿 の 活 用
・学習カー ド ・評価補助薄(出 席番号順)〔A}と(C)と 判断した状況は必ず記入.

①

②

5年 組 月 日

No 氏名 関 ・意 ・雌 発超や揖想⑪陀力 創遷的な技能 鑑寅の能力

1 oo ▲⑪ 愚
富壇の醇皐を闇こうとL

ない.寅 連の見方や感に

オの親れた貫趣に庄目さ

廿凸.凍 錦に師セしっか

り購くよ51こな軌

A・ 臼 ・c A・B・C A③ ・c

2 ☆☆ ⑭ ・巳 ・c

震聰o纏 馴 』懐緬絢に

国9、 自伸の感じ方と⑪

違いにりいて顯農†o.

A・B・c A・B・C ④ 臼・c

ワーケ,一 トに10

行恥慮甥嘩書く.

曾に、アー トスベー

スの塵示噛o純 一`

についての宜撃慮儒

爾らい、.
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V研 究 の ま と め

～個 に応 じた指導に生かす辞価の在 り方～

平成13年 度 ・14年 度 ・15年 度の3年 間にわた り、「A表 現(2〕 絵や立体に表 した り、工

作な どに表す 」、rA表 現(1)材 料な どをもとに した楽 しい造形活動(造 形遊び)」、そ してrB

鑑 賞」について、全ての児童 に図画工作科ではぐくむべ き資質や能力を、確 実に身に付 けさせてい

くことを目指 し、指導の工夫 と評価の在 り方に関 して研究開発 を行ってきた。

この3年 間の取組 について、研究の成果 を以下にまとめる。

1喜 びのある活動 を通 して、基礎的な能力の育成を図 る

0一 入一人の児童の造形活動は、その児童な りの進 め方で、先へ進んだ り後戻 りした りしな が

ら、極めて多様 な活動 として展開 される。それは、鑑賞活動にお ける、自由に感 じ、気付 き、

考える活動 において も同様であ る。

O新 しい学習指導要領 の、 目標の改善の要点には、「児童が 、自らつ くりだす喜びを味わえる

よ う、個性 を生か した多様で創造的な活動を促す ようにす るとともに、造形的 な創造活動 の基

礎的な能力を育成す ることを一層重視する。」 とある。

Oこ れ らの点か ら明 らかなよ うに、一人一人の児童 が造形表現活動や鑑賞活動 の喜びを味わい

なが ら、 自分 らしく活動に取 り組 み、その過程で 自然 と基礎的 な資質や能力が確実に育成 され

るような題材の設 定 と指導 の工夫が重要である。

2過 程 を重視 した評価によ り、指導 と評価の一体化 を図る

0「 資質 ・能力 を育成す る視点 をよ り明確 にした図画工作」 として、過程を重視 した細やかで

的覆な評価 と、個 に応 じた指導 の充実 を図っていかなければならない。

O活 動す る児童の様 子や表情等 から多面的に評価情報を集め、その都度的確 な励ま しや指導の

手立てを講 じ、指導 と評価 の一体化を図 り、さらに評価情報 を記録 として残 し蓄積 してい くこ

とが重要であ る。

3鑑 賞活動 にお ける指導の工夫 と評価の在 り方につ いて

O大 人の造形美術 に対す る認識や価値観 を教え込む よ うな授業ではな く、児童一人一人の資質

や能力が、生 き生 きと発揮 され はぐくまれ るよう、児童が能動 的 ・主体的 に鑑賞活動に取 り組

む題材 の設定が重要である。

O児 童は、子 どもら しい感 じ方 ・見方 で、型に とらわれず 自由奔放に感 じ、気付き、考 える、

また様 々な美術作品は、その作品の有す る質的 な深 さや広が りか ら、児童に とっての様 々な

感動や驚 き、新 たな発想な どを大いに喚起 させ る。それ らの、児童が 自由に感 じたこと考 えた

こ とを大切 に しながら、感 じ合 い高め合 う活動 を展開す るには、教師が児童の様子を もとに、

的確 な指導の手立てを適宜講 じてい くこ とが極 めて重要であ る。

Oま た、鑑賞活動 の充実のための工央 として、以 下の ような点を挙げることができる。

場の工夫 ①図工室や校内に作品展示 コーナーを設置 し常に鑑賞 ・交流ができる場の設定。

情 報 ①画集、図鑑やインターネ ッ トの活用により様々な作品に触れる機会の充実。

地域の環境 ①美術館、博物館などとの連携を図 り学習に生かす(ギ ャラリー トーク等)。

②伝統工芸、歴史的建造物などを取 り上げ学習に生かす。

③アーティス ト、職人の方々などとの交流を通 して学ぶ活動の設定。
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